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されている（阿江，2005; Winter，1983; Ferrario，1995）． 











 そこで，本研究では日頃から長距離走トレーニングを行っている 10 名の被験者を対象とし，
一定負荷下で長時間走行中の連続した複数サイクルの二次元動作分析を行い，走行時間経過に伴
うストライド特性や下肢キネマティクス，キネティクスの変化について検討を行った． 
 その結果，走行時間経過にともないストライド長の増大，ストライド頻度の減少がみられ，支
持期時間と遊脚期時間は増大する傾向がみられた．キネマティクスについては股関節および膝関
節の屈曲を増大させること，キネティクスについては遊脚期の股関節および膝関節の貢献度にお
いて，変化の傾きが急激に変化する時点が存在することがわかった．以上のことから，今後さら
なる検討により一定負荷で走運動中の走動作の変化時点や，疲労状態を推測できる可能性が示唆
される． 
 
